
（
人
事
院
規
則
二

三
の
一
部
改
正
）

第
二
条

人
事
院
規
則
二

三
（
人
事
院
事
務
総
局
等
の
組
織
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
職
員
福
祉
課
の
所
掌
事
務
等
）

（
職
員
福
祉
課
の
所
掌
事
務
等
）

第
二
十
条

職
員
福
祉
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を

つ
か
さ
ど
る
。

第
二
十
条

職
員
福
祉
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を

つ
か
さ
ど
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
妊
娠
、

出
産
、
育
児
又
は
介
護
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
カ
ス
タ

マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関
す
る
施

策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
指
導
に
関
す
る
こ

と
。

八

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
妊
娠
、

出
産
、
育
児
又
は
介
護
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
及
び
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に

関
す
る
施
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
指
導
に

関
す
る
こ
と
。

九
〜
十
二

（
略
）

九
〜
十
二

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対

応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄

に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加

え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
特
定
技
能
雇
用
契
約
の
内
容
の
基
準
）

（
特
定
技
能
雇
用
契
約
の
内
容
の
基
準
）

第
二
条

飲
食
料
品
製
造
業
分
野
に
係
る
特
定
技
能

雇
用
契
約
及
び
一
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画

の
基
準
等
を
定
め
る
省
令
第
一
条
第
一
項
第
七
号

の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）

第
二
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
技
能
雇
用

契
約
に
基
づ
い
て
外
国
人
が
同
法
別
表
第
一
の
二

の
表
の
特
定
技
能
の
項
の
下
欄
第
一
号
又
は
第
二

号
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う
事
業
所
が
、
令
和
五
年

総
務
省
告
示
第
二
百
五
十
六
号
（
統
計
法
第
二
十

八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
統
計
基
準
と
し
て
日
本

標
準
産
業
分
類
を
定
め
る
件
）
に
定
め
る
日
本
標

準
産
業
分
類
に
掲
げ
る
産
業
の
う
ち
主
と
し
て
次

の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
を
行
っ
て
い
る
こ
と

と
す
る
。

第
二
条

飲
食
料
品
製
造
業
分
野
に
係
る
特
定
技
能

雇
用
契
約
及
び
一
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画

の
基
準
等
を
定
め
る
省
令
第
一
条
第
一
項
第
七
号

の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）

第
二
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
技
能
雇
用

契
約
に
基
づ
い
て
外
国
人
が
同
法
別
表
第
一
の
二

の
表
の
特
定
技
能
の
項
の
下
欄
第
一
号
又
は
第
二

号
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う
事
業
所
が
、
令
和
五
年

総
務
省
告
示
第
二
百
五
十
六
号
（
統
計
法
第
二
十

八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
統
計
基
準
と
し
て
日
本

標
準
産
業
分
類
を
定
め
る
件
）
に
定
め
る
日
本
標

準
産
業
分
類
に
掲
げ
る
産
業
の
う
ち
主
と
し
て
次

の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
を
行
っ
て
い
る
こ
と

と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

令和年月日 水曜日 第号官 報

（
職
員
の
責
務
）

第
五
条

職
員
は
、
自
ら
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
等
と
し
て
、
そ
の
職
務
に
お
い
て
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
生
じ
さ
せ
る
言
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

職
員
は
、
次
条
第
一
項
の
指
針
を
十
分
認
識
し
て
行
動
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
必
要
な

措
置
を
迅
速
か
つ
適
切
に
講
じ
る
と
と
も
に
、カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
苦
情
の
申
出
及
び
相
談（
以

下
「
苦
情
相
談
」
と
い
う
。）が
職
員
か
ら
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
苦
情
相
談
に
係
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
迅
速

か
つ
適
切
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
職
員
に
対
す
る
指
針
）

第
六
条

人
事
院
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
問
題
等
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
職
員
が
認
識
す

べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

各
省
各
庁
の
長
は
、
職
員
に
対
し
、
前
項
の
指
針
の
周
知
徹
底
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
研
修
等
）

第
七
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
の
た
め
、
職
員
の
意
識
の
啓
発
及
び
知
識
の

向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

各
省
各
庁
の
長
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
の
た
め
、
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

人
事
院
は
、各
省
各
庁
の
長
が
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
研
修
等
の
調
整
及
び
指
導
に
当
た
る
と
と
も
に
、

自
ら
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
の
た
め
の
研
修
に
つ
い
て
計

画
を
立
て
、
そ
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
苦
情
相
談
へ
の
対
応
）

第
八
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
人
事
院
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
苦
情
相

談
が
職
員
か
ら
な
さ
れ
た
場
合
に
対
応
す
る
た
め
、
苦
情
相
談
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
相
談
員
」
と
い
う
。）を
配

置
し
、
相
談
員
が
苦
情
相
談
を
受
け
る
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
省
各
庁
の

長
は
、
苦
情
相
談
を
受
け
る
体
制
を
職
員
に
対
し
て
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。

２

相
談
員
は
、
次
条
第
一
項
の
指
針
に
十
分
留
意
し
て
、
苦
情
相
談
に
係
る
問
題
を
迅
速
か
つ
適
切
に
解
決
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

職
員
は
、
相
談
員
に
対
し
て
苦
情
相
談
を
行
う
ほ
か
、
人
事
院
に
対
し
て
も
苦
情
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
人
事
院
は
、
苦
情
相
談
を
行
っ
た
職
員
等
か
ら
事
情
の
聴
取
を
行
う
等
の
必
要
な
調
査
を
行

い
、
当
該
職
員
等
に
対
し
て
指
導
、
助
言
及
び
必
要
な
あ
っ
せ
ん
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
苦
情
相
談
に
関
す
る
指
針
）

第
九
条

人
事
院
は
、
相
談
員
が
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
苦
情
相
談
に
対
応
す
る
に
当
た
り
留
意
す

べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

各
省
各
庁
の
長
は
、
相
談
員
に
対
し
、
前
項
の
指
針
の
周
知
徹
底
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
九
十
九
号

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
及
び
下
請
中
小
企
業
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
四
十
一

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
九
号
を
廃
止
す
る
件
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
四
月
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
九
号
を
廃
止
す
る
件

平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
九
号
は
、
廃
止
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
七
十
三
号

特
定
技
能
雇
用
契
約
及
び
一
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画
の
基
準
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
三
十
一
年
法
務
省
令

第
五
号
）
第
一
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
一
年
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
二
十
六
号
（
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
及
び
特
定
技
能
雇
用
契
約
及
び
一
号
特
定
技
能

外
国
人
支
援
計
画
の
基
準
等
を
定
め
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
飲
食
料
品
製
造
業
分
野
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
定
め

る
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
四
月
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和


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